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新
党
日
本
代
表
で
才
人
の
田
中
康
夫
氏

が
解
日
、

「
小
沢
代
表
へ
の
評
価
」
を
語

っ
た
。

「
い
ま
の
小
沢
代
表
、
鳩
山
幹
事
長
の

コ
ン
ビ
が
民
主
党
の
主
軸
。
参
院
選
は
こ

の
２
人
の
顔
に
よ

っ
て
勝
て
た
ｏ
小
沢

・

鳩
山
な
ら
ま
か
せ
て
も
よ
い
、
と
。
全
国

の
農

。
漁
業
者
、
商
業
者
、
勤
労
者
が
、

安
心
し
て
信
託
で
き
る
の
が
こ
の
２
人
。

日
舎
で
も
勝
て
た
原
動
力
だ
」

い
ま
小
沢
辞
任
論
が
あ
る
が
。

「
他
の
人
た
ち
、
岡
田
、
前
原
、
枝

野
、
菅
な
ど
こ
の
２
人
で
な
い
顔
に
替
わ

っ
た
ら
、
民
主

へ
来
て
る
保
守
票
が
自
民

に
戻
る
。
他
の
人
た
ち
に
は
、
政
治
的
に

最
も
大
切
な
体
温
の
ぬ
く
も
り
が
な
い
」

小
沢
氏
の
ど
こ
を
評
価
す
る
の
か
。

「中
曽
根
大
勲
位
が

『
小
沢
君
は
成
長

しヽ
た
』
と
書
い
た
。
い
ま
小
沢

一
郎
し
か

い
な
い
、
と
い
う
意
味
だ
。
党
内
か
ら
労

組
ま
で
ま
と
め
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
カ
、
人

事
、
選
挙
の
候
補
者

選
び
も
含
め
た
キ
ャ

ス
テ
ィ
ン
グ
カ
。
ど

れ
を
と

っ
て
も
与
野

党
を
通
じ
て
Ｎ
Ｏ

・

１
だ
。
当
然
、
強
権
だ
、

と
警
戒
さ
れ
る
」

原
理
主
義
だ
、

政
策
よ
り
政
局
、
と
も
言
わ
れ
る
が
。

「政
策
を
実
現
す
る
上
で
、
政
局
を
い

か
に
使
う
か
、
を
考
え
て
い
る
。
冷
徹
な

の
だ
」

２４
日
の
記
者
会
見
に
あ
た

っ
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
た
、
と
聞
く
が
。

「
小
沢
は
戦
う
人
、
動
の
人
だ
。
し
か

し
、
こ
こ
は

『
静
の
小
沢
』
を
テ
レ
ビ
画

面
に
見
せ
た
ら
よ
い
、
と
。
と
っ
と
っ
と

黙
々
と
日
本
を
よ
り
よ
く
変
え
る
た
め
に

邁
進
し
て
い
る
小
沢
を
伝
え
た
か
っ
た
」

日
本
を
ど
う
変
え
る
の
か
。

「
い
ま
の
政
治
は

『
官
治
』
だ
。
１
９

治
』
に
変
え
る
の
は
小
沢
し
か
い
な
い
」

今
度
の
秘
書
逮
捕
を
ど
う
見
る
。

「
こ
の
小
沢
を
い
や
だ
と
思
う
人
が
い

る
。
小
沢
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
。
検
察

も
含
め
官
僚
か
ら
見
れ
ば
、
政
権
交
代
に

な

っ
て
も
、
小
沢
以
外
な
ら
怖
く
も
何
と

も
な
い
」

マ
ス
コ
ミ
に
小
沢
辞
任
論
が
多
い
。

「
マ
ス
コ
ミ
も
検
察
に
乗

っ
て
合
唱
し

て
い
る
。
私
は
政
、
官
、
財
、
学
者
、
報

道
を
既
存
権
益
の
ペ
ン
タ
ゴ
ン
と
呼
ん
で

い
る
。
こ
れ
で
は
日
本
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

が
い
よ
い
よ
失
わ
れ
る
」
　

　

　

・

小
沢
氏
が
必
要
だ
、
と
。

「日
本
で
は
小
沢
で
な
い
政
権
交
代
は

意
味
が
な
い
」

（
政
治
評
論
家
）

４
０
年
体
制
と

４

　

も

ぃ

ぅ

。

人

７２

　
　
事
、
予
算
、
法

３

　

案
を
匿
名
性
の

役
人
組
織
が
や

っ
て
い
る
。
自
民
党
は
こ
れ
に
乗

っ
て
い

る
。
小
泉
は
世
の
中
を
変
え
た
フ
リ
を
し

た
。
変
え
る
フ
リ
す
ら
で
き
な
い
の
が
麻

生
。
小
沢
は

『
１
９
４
０
年
体
制
を
作
り

直
す
』
と
言

っ
て
い
る
。
こ
れ
を

『
民


